
ギリシャ共和国
（Hellenic Republic）

• 面積：131,957平方キロメートル（日本の約3分の1）
• 人口：1,081万人（2015年，IMF）
• 首都：アテネ
• 民族：ギリシャ人
• 言語：ギリシャ語
• 宗教：ギリシャ正教
• 政体：共和制
• 議会：一院制（300議席，任期4年）
• GDP：2,355.74億ドル（2014年，国連統計部サイト）
• 一人あたりGDP：21,414ドル（2014年，国連統計部サイト）
• 経済成長率：-0.2％（2015年，IMF）
• 失業率：25％（2015年，IMF)

1821年 オスマン帝国からの独立戦争

1832年
コンスタンティノープル条約によりギリ
シャの独立承認，ギリシャ王国成立

1912-1913年 第一次・第二次バルカン戦争

1946-1949年 内戦

1952年 NATO加盟

1967-1974年 軍事政権

1974年 君主制廃止，共和制へ

1981年 EC（ヨーロッパ共同体，現EU）加盟

2001年 ユーロ導入

2009年- 債務危機発生

スキーム 額（累計）／人数（延べ）

技術協力
3.31億円

（95年までの累計実績）

援助実績

スキーム 金額／人数（直近年）

日本からギリシャへの輸出
258.76億円

（2015年度，財務省）

ギリシャから日本への輸出
132.76億円

（2015年度，財務省）

日本からギリシャへの直接投資
ストック：2,880万ユーロ

（2014年，ギリシャ中銀）
フロー：-39.8万ドル（2014年，OECD）

在ギリシャ日系企業数
19社

（2015年10月，外務省）

経済関係

●ギリシャへの援助総額は1995年までに累計3.31億円。
●1899年に日希修好通商航海条約を締結し，2009年には「日・ギリシャ

修好110周年」を記念して，各種事業を実施。
●経済関係については，ギリシャ債務問題の影響もあり，活発ではない

が，船舶関係は伝統的に強い結びつきがある。

項目 人数（直近年）

ギリシャにおける在留邦人数 707人（2015年，外務省）

在日ギリシャ人数 338人（2015年，法務省）

日本からギリシャへの留学生数 18名以上（2015年，外務省）

ギリシャから日本への留学生数 45名以上（2015年，JASSO）

日本からギリシャへの観光客数
9,983人

（2015年，ギリシャ統計局）

ギリシャから日本への観光客数 4,523人（2014年，JNTO）

人的つながり

国概要

（基礎データ） （略史）

2016年，国際海事展（ポシドニア2016）
にて，日本ブースを視察するチプラス
首相と西林駐ギリシャ大使夫妻。

※特に注がない場合は外務省ホームページをもとに記載。

出典：ODA国別データブック2015
青年海外協力隊事務局統計（平成28年6月末）

（注）青年海外協力隊には，短期派遣ボランティアを含む。

年代 案件

1899年 日希修好通商航海条約締結

1956年 査証取極締結

1973年 航空協定締結

1981年 文化協定締結

1999年4月 高村外相のギリシャ訪問

2001年1月 森総理が日本の首相として始めてギリシャを訪問

2002年3月 シミティス首相訪日
日本・ギリシャ共同行動計画策定

2003年5月 小泉総理のギリシャ訪問

2005年5月 カラマンリス首相訪日

2006年1月 河野衆議院議長のギリシャ訪問

2013年3月 ケファロヤニ観光大臣訪日

2013年9月 サマラス首相による安倍総理への架電

2014年11月 ロヴェルドス教育・宗教大臣訪日

日本とギリシャ共和国との協力年表

小泉純一郎総理大臣
は訪日したシミティス・
ギリシャ共和国首相と
会談。

カラマンリス・ギリシャ
共和国首相の訪日。

河野洋平衆議院議長
はベナキ国会議長から
の招待を受けて初めて
ギリシャを公式訪問。

1998年に日本とギリシャが修好100
周年を迎えたことをきっかけに，二つ
のマラソンの姉妹提携が結ばれた。
この姉妹提携によってふたつのマラ
ソンはそれぞれ成績優秀者を相互に
派遣することを取り決めた。アテネと
長野を結ぶ役割を選手派遣団が果
たしており，アテネマラソンと長野マ
ラソンの姉妹提携を軸にした交流の
輪は，海を越えて広がっている。

アテネマラソンから派遣された選手ら
をギリシャ国旗を振って出迎える長
野市立昭和小学校の子供達（1994
年）。

長野マラソンから派遣された日本選
手らを，ギリシャ・マラトン第一小学
校の児童が一緒に民族舞踊を踊っ
て歓迎した（2003年）。

2016年7月に衆議院欧州経済・財政
事情等調査議員団がアテネを訪問し，
ストゥルナラス・ギリシャ中央銀行総
裁等と会談を実施。


